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主な研究分野
磁気共鳴・分子動力学
―溶液や固体のミクロ構造・分子挙動に関する研究―

物質の最小単位である分子レベルまで

入り込むと，液体状態はもちろん，固体で

あっても分子の動きが観測されます。この

分子の運動が，液体や固体の性質を大きく

支配しているのです。また，この分子運動

は，隣接する分子の影響を強く受けるの

で，分子の挙動を調べるためにはミクロ構

造の情報がとても大切です。ですから分子

運動とミクロ構造を明らかにすることは，

物質の性質の研究には欠かせないことな

のです。当研究室では，核磁気共鳴法のス

ペクトルや緩和時間の温度依存性の測定

による分子レベル的実験，示差熱解析法を

用いたバルク的実験，さらには，分子を人

工的に束縛した特殊状態での実験など，物

質の性質について，分子レベルからの研究

をしています。
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相談に応じられる分野･テーマ

① 物質のミクロ構造解析，分析・同定，など
② 分子ふるい，など
③ Instrumentation （磁気・熱など測定装置開発・改良）

学会活動

日本化学会会員
溶液化学研究会会員
分子科学研究会会員
英国化学会会員 キーワード

核磁気共鳴，示差熱解析，分子運動，溶液構造，相転移

社会活動

財団法人日本化学研究会 評
議員
県立安積高等学校 SSH 運営委
員

主な担当科目

物理化学概論
化学結合論
ほか
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1-BuOH に H2O が飽和した溶液構造のモデル

：水素原子,

：アルコール分子の酸素原子

：炭素原子, ：水分子の酸素原子


